
平成 26年度第 3回岐阜県小児科医会・ 

第 43回西濃小児科医会 学術講演会  

 

日時： 平成 26年 11月 16日（日） 13：00～ 

会場： 大垣フォーラムホテル （下記） 

参加費： 2,000円 

 

当番世話人： 西濃小児科医会会長  佐久間 徹 

事務局：やすだクリニック 小児科・内科 yasuda@yasuda-c.jp 

 プログラム  

13:00 開会の辞 

岐阜県小児科医会会長          加納 芳郎 

 

13:05一般演題        

座長 安田東始哲（やすだクリニック 小児科・内科） 

1. ヒトメタニューモウイルス感染症の臨床像 

やすだクリニック 小児科・内科  安田 東始哲 

2. セフトリアキソン投与後にアレルギー症状を呈し

た１例 

いわたキッズクリニック  岩田 吉弘 

3. 15番環状染色体の一例 

大垣市民病院第２小児科  稲川 明良 

4. 肺動静脈瘻を伴った Rendu‐Osler‐Weber病の

家族例 

大垣市民病院小児科  本部 和也  

5. 集中困難を主訴に来院し、読み書き検査課題が

行動の評価に有用であった２例 

大垣市民病院小児科  川合 裕規 

6. 最近のヒルシュスプルング病の術式について 

大垣市民病院小児外科  千馬 耕亮 

 

14:05 ミニレクチャー                

座長 安田東始哲（やすだクリニック 小児科・内科） 

「かゆみと抗アレルギー薬」 

大垣市民病院 皮膚科部長 高木 肇 

 

14：35 コーヒー ブレイク 

事務連絡            （岐阜県小児科医会） 

15:00 特別講演１ 

座長    藤井 秀比古（大垣市民病院小児科部長）

「発達障害児への支援と連携 

-児童精神科医の立場から- 」 

国立大学法人浜松医科大学  子どものこころの

発達研究センター      高貝 就 特任准教授 

 

16:00特別講演２    

座長 佐久間 徹 （西濃小児科医会会長） 

「小児にこそ低侵襲手術を！」   

国立大学法人名古屋大学大学院医学系研究科

病態外科学講座小児外科学   内田 広夫 教授 

 

閉会の辞 

グラクソ・スミスクライン株式会社 

西濃小児科医会会長           佐久間 徹 

 

 

会場案内 

 

 

共催：                岐阜県小児科医会 

西濃小児科医会 

西濃医学会 

グラクソ・スミスクライン株式会社 

mailto:yasuda@yasuda-c.jp

